
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の研修で

との大切さを

継続したケアが

んのことを考

現場で生かしていきたいです

する場であると

答えを導き出

みました。今回

を密にとりあうことの

             

で、適切な情報を

さを学びました。それにより

したケアが行えることにつながり

考えられると思いました

かしていきたいです

であると思います。教育委員

出すためにチーム

今回の研修では特

にとりあうことの大切さを

             

を共有すること、

それにより患者さんへ

えることにつながり、様々

いました。今後研修

かしていきたいです。研修は同期と

教育委員のフォローを

すためにチーム全員の情報を共有

特にチーム内でコミュニケーション

さを学びました。

        

             

自分の持つ情報

伝えるむずかしさがあったが

意見によってさまざまな

たこと、グループメンバーから

もらった。一人

言できて楽しい

、視野を広く持

さんへ個別性のある

様々な視点から患者

後研修で学んだことを

と学びや悩みを

のフォローを貰いながらも

共有し課題に取

でコミュニケーション

。   三浦さん

今回の

くためには

切であると

情報を

学びを

がら、

             2014年 9

情報を口頭のみで

えるむずかしさがあったが

によってさまざまな考

グループメンバーから

一人ひとりがしっかりと

しい研修だった。

持つこ

のある

患者さ

んだことを

みを共有

いながらも

取り組

でコミュニケーション

さん 

の研修を通して、

くためには周囲の人

であると学び、改めて

を伝えることの大切

びを意識しスタッフと

、看護を行っていきたいと

9月 17日   

のみで相手に

えるむずかしさがあったが、自分の

考え方でき

グループメンバーから感想を

ひとりがしっかりと発

。對馬さん 

、患者さんの問題

人へ適切に情報を

めて相手に分かりやすく

大切さを実感しました

しスタッフと活発に情報交換

っていきたいと思います

トトトトピックスピックスピックスピックス

問題を解決してい

を伝える事が大

かりやすく正確に

しました。今回の

情報交換を行いな

います。小林さん

トトトトピックスピックスピックスピックス

してい

大

に

の

いな

さん 
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